
 

自然の存続が脅かされている。現在の社会経

済の発展経路を考えると、大きな社会変革が

なければ、国際社会が掲げている持続可能な

開発目標に掲げられた豊かな未来を実現でき

る可能性は低い。私たちの現在の行動が、地

球の将来に与える影響については多くの研究

が行われてきたが、人と自然にとってより望

ましい未来がどのようなものであるかは、ほ

とんど研究されていない。これらより望まし

い未来に関する叙述は、われわれの現在の選

択が、どのようにしてより豊かな未来に向け

た社会変革を促すのか理解したいと考えてい

る政策決定者や研究者にとって重要なツール

となる。 

よってこの未解明の課題に対処するため、生

物多様性及び生態系サービスに関する政府間

科学-政策プラットフォーム（IPBES）のシナ

リオ・モデル専門家グループは、人と自然に

望ましい将来シナリオを、多様なステークホ

ルダーや専門家との共同により作成する作業

に着手した。ここで作成されるシナリオは、

人々が自然に対してもつ多様な価値観を明示

的に扱うことができる上、さまざまな社会的

文脈にも適用可能なものである。本稿では、

2017年9月にニュージーランドで開催された

、世界の多様なステークホルダーとのビジョ

ニング・ワークショップから始まった、

Nature Futures Framework（NFF）（図）の

開発プロセスを紹介する。NFFは、三角形の

空間であり、各頂点は次に示す自然に対する

価値観のいずれかを示している。 

● 自然そのものの内在的価値を重視す

るNature for Nature（自然のための自然）  

● 自然が人々にもたらす便益や人々に

よる自然の利用を重視するNature for 

Society（社会のための自然） 

● 人間や社会を自然の一部としてみな

すNature as Culture（文化としての自然） 

 

NFFの目的は、自然の評価において介在する

複雑な価値観の混合を、簡易な方法で表すこ

とである。 

 

NFFは、自然を中心としたシナリオを構想す

る中でより幅広い価値観を捉えつつも、モデ

ル化に必要となる一貫性を担保するための実

用的な枠組を提供する。 

 

国際社会が生物多様性の地球規模ガバナンス

において次の一歩を踏み出す上で、NFFは科

学−政策インターフェースの改善に向けた重

要な貢献となる。しかし、人々と地球にとっ

てより望ましい未来を共に描くためには、

NFFは孤立した取り組みとしては存在できず

、本稿を通じて学術界における幅広いNFFの

試行と改善を呼びかけたい。 
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Nature Futures Framework の基礎となった7つの将来

ビジョン（2017年、ニュージーランドにて開催されたワーク

ショップでステークホルダーと共に構想）から抽出された3

つの自然に関する価値観：Nature for Nature（自然

のための自然）、Nature for Society（社会のための自

然）、およびNature as Culture（文化としての自然）

。これらの価値観は、IPBESによる自然の多様な価値の

概念化に関するガイドにも依拠している。 

（出典：著者およびMary Brake, Reflection 

Graphics; Dave Leigh, Emphasise Ltd.; Pepper 

Lindgren-Streicher, Pepper Curry Designより） 
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